








要  約:

 平成 7 年の自治医科大学における分娩総数は 689 件(児 736 人)で、早産は 151 件 22.0%

に認められた。736 人の新生児を体重別にみると 999g 以下 9 名(1.2%),1,000～1,499g27

例(3.7%),1,500～1,999g40 例(5.4%),2,000～2,499g121 例(16.4%)であった。

 次に自治医大産科病棟(定床 36)における平成 7 年 10～12 月のハイリスク患者(妊婦)の

入院症例数とその頻度について検討した。3 ケ月間の平均ベット占有率は 31 床(86%)でそ

の内 18 床(58%)がハイリスク患者(妊婦)の為に利用された。この内母体・胎児集中治療管

理に相当する症例は5～6例と思われる。

 最後に栃木県が自治医科大学と独協医科大学に平成 8 年設立を予定している周産期医療

センター構想(総合周産期センタ-)について解説する。


